ウェブページを見てみよう
ウェブページを見るためのソフトをブラウザといいます。ブラウザは文字と画像をきれいにレイアウトして表示します。画面の中で、カーソルが指の形に変わる場所をクリックすると別のページに飛ぶことができます。これをリンクといいます。リンクによって世界中のページがくもの巣（ｗｅｂ）のように結びついていることから、ウェブページという名が付いています。一般にはホームページという呼び名が定着していますが、ホームページというのは、それぞれのウェブページ群の表紙となるページのことを指します。

　メニューから「戻る」を選ぶと前のページに戻ります。

ウェブページのしくみ
　ウェブページをブラウザで見る場合には、ブラウザはまずURLに示されたhtmlファイル（拡張子は.htmまたは.html）をサーバから取り寄せます。htmlファイルには、画面に表示させる文字の情報と、画面上の文字の配置や色など飾り付けの仕方が記載されています。また画面に表示させる画像のファイル名などもこのhtmlファイルに書かれています。　ウェブブラウザは、htmlファイルの指示に従って画像ファイルを取り寄せながら画面を構成します。

　このhtmlファイルはテキストファイルといって文字だけでできており、Hyper Text Markup Languageという約束に従って様々な書式の設定をしています。表示の指示を行なう部分は<>で囲んで他と区別しタグと呼びます。

　それぞれのタグをどのように表示するかはブラウザによって違いが出ます。現在主流となっているブラウザは、Microsoft Internet ExplorerとNetscape Navigatorの２つです。それぞれが独自の拡張を続けているのでブラウザによって見え方に違いが出ます。また、同じブラウザでもバージョンが違うと表示が異なる場合がありますし、画面の大きさによっても違いが出る場合があります。自分が使っているブラウザ以外でどのように見えるかを意識しながら画面を設計することも大切です。

さまざまなタグ
タグは通常は始まりを表す<〇〇>の形のタグと、終わりを表す</〇〇>の形の閉じるタグが対になって使われます。2つのタグに挟まれた部分にそのタグの設定が適用されます。

閉じるタグを持たずに単独で使うタグもいくつかあります。

　見出し　　　　<H○>  </H○>

　区切り線　　　<HR>

　改行　　　　　<BR>

　画像　　　　　<IMG SRC="画像ファイル名">

　表　　　　　　<TABLE>   </TABLE>

　　表の１行　　　　<TR>   </TR>

　　表の１マス　　　<TD>   </TD>

　リンク　　　　<A HREF="HTMLファイル名"></A>

　箇条書き　　　<UL>   </UL>   各項目  <LI>

　文字の大きさ　<FONT SIZE=○>

　文字の色　<FONT COLOR=○>

　中央寄せ　<CENTER>   </CENTER>

　おまじないのタグ

　　<HTML>    </HTML>

　　<HEAD>    </HEAD>

　　<TITLE>   </TITLE>

　　<BODY>    </BODY>

タグは大文字でも小文字でも構いません。ただし、全角文字は使用できません。ミスの多くは日本語を入力したあと半角に戻すのを忘れたために起こります。

ブラウザは知らないタグについては、何もしないだけで間違いを指摘しないので、ミスを探すには慣れが必要です。

ファイル名は大文字小文字が区別されます。小文字に統一しておくのが安全です。
タグのオプション
　タグにオプションをつけるとさらに多彩な表現が可能になります。

　以下のオプションは多くのタグに共通で使用されます。

　　WIDTH=幅

　　HEIGHT=高さ

　　ALIGN= LEFT  CENTER  RIGHT  TOP  MIDDLE  BOTTOM

　　SIZE=文字のサイズ

　　COLOR=色

タグのオプションは正式には、ALIGN=”LEFT”のように””で囲みますが、””が無くともたいていは大丈夫のようです。今回の講座では、入力ミスを避けるために””は使用しないことにします。

幅や高さの指定
　・ドット数で指定する方法

　　例）WIDTH=200     幅を200ドットにする。

　　　　HEIGHT=100　　　 高さを100ドットにする。

　・ウィンドウ全体に対する相対的な幅で指定する方法

　　例）WIDTH=50%     幅を窓全体の幅の50%にする。

色の指定
　色の指定のしかたには次の２通りの方法があります。

　・色の名前で指定する

　　例）COLOR=RED

　　　使える色の名前は、電子テキストの色見本を参照下さい。

　・赤・緑・青の色の配合の割合で指定する。

      赤・緑・青のそれぞれの割合を00～FFの256段階の16進数2桁で表します。

　　　（16進数は、0123456789ABCDEFを使って表します。）

　　　#に続けて赤緑青(RGB)の順で並べます。

　　例）COLOR=#00FFFF

テーブルタグのオプション
　テーブルタグにオプションを指定することで多彩な形の表を作ることができます。

　　<TABLE>タグにつけると表全体の装飾に

　　<TR>タグにつけると行ごとの装飾に

　　<TD>タグにつけるとセルごとの装飾になります。

　　　　BGCOLOR=背景の色

　　　　BORDER=外枠の幅

　　　　BORDERCOLOR=枠の色

　　　　ALIGN= LEFT CENTER RIGHT   横方向の配置

　　　　VALIGN= TOP MIDDLE BOTTOM  縦方向の配置

　　　　CELLSPACING=枠線の幅(セルの間隔)

　　　　CELLPADDING=枠線と内容の間隔

　　　　COLSPAN=横方向にまたがるセルの数

　　　　ROWSPAN=縦方向にまたがるセルの数

　　　　HSPACE=上下余白

　　　　VSPACE=左右余白

テーブルは表を作るだけでなく画面のレイアウトにもよく使われます。BORDER=0の表を活用すると工夫を凝らしたデザインができます。

画像の形式
ウェブページでは次の2種類の形式の画像がよく使われます。それぞれに特徴がありますので上手に使い分けて下さい。両形式ともネットワークでの利用を考慮し、サイズを小さくするために圧縮をかけています。

GIF形式の画像

使える色数は256色まで。特許権の問題があるのでこの形式で保存できない画像ソフトもある。

画像の背景を透明にした「透過GIF」や、動きをもった「アニメーションGIF」などが効果的。

特許の関係で扱いが難しくなってきている。

JPEG形式の画像

人物や風景といった自然を写した写真に適する。不可逆圧縮なのでいったん圧縮すると元の画質には戻らない。同じ色がベタ塗りされた図などは苦手とする。

　画像の取り込み

　　ブラウザで表示されている画像を自分のパソコンに取ってくることができます。

　　画像のところにカーソルを持っていって、右クリック。

　　「名前をつけて画像を保存」を選び、保存先を指定します。

進化し続けるＨＴＭＬ
ＨＴＭＬのタグはどんどん新しいものが出てきます。今回扱わなかった以下のようなタグもあります。

・フォーム

・フレーム

・Ｊａｖａ Script

・スタイルシート

なぜタグを学習するのか
　いまやまわりにはすぐれたウェブページ作成ソフトがあります。ワープロソフトでも簡単にウェブページが作れます。わざわざタグを覚えなくともウェブページは作成できます。なのにわざわざタグを学習する意義は何でしょうか。第1の理由として、ＨＴＭＬがインターネット上で機種や環境を越えて情報をやり取りするしくみそのものであることがあげられます。第2にＣＧＩなどへの発展にはタグの知識が不可欠であること、第3にi-modeに代表される携帯端末の世界においては過剰な装飾のない軽量なウェブページの必要性からタグでの記述が見なおされていることなどがあげられます。すべてのページをタグで書けるようになる必要はありませんが、タグに関する知識を持たなくてもよいとは言いきれなくなってきたようです。

ウェブページを作ってみよう
　ウェブページを作るソフト（エディタ）と

　ウェブページを見るソフト（ブラウザ）を動かし

　２つのソフトを切り替えながら作ります。

　エディタを使って表示方法の指示が書かれたHTMLファイルを作ります。

　それがどのような見え方をするかをブラウザで確認しながら作業を進めます。

　エディタで修正してはブラウザで確認するという作業を繰り返して完成させます。

　（エディタで修正した後、保存するのを忘れずに！）

　エディタの起動方法

　　・スタートメニューから起動（プログラム→アクセサリ→メモ帳）

　　・ブラウザのメニューから「ソースの表示」を選ぶ。（ＩＥの場合）

　ブラウザの起動方法

　　・スタートメニューから起動

　　・デスクトップから起動

　　・エクスプローラまたはマイコンピュータから起動

　２つのソフトの切り替え方

　　・見えている部分をクリック

　　・タスクバーから選択

　　・alt＋Tabキーで選択

ウェブページを公開しよう
作ったウェブページは、作業用のフォルダ（Ｚ：ドライブ）においているままでは、他の人から見ることはできません。ウェブサーバという公開された領域に送り込んで初めて他の人からも見ることができるようになります。今回の講座では、Ｈ：ドライブにコピーすることで公開されます。

通常はこの作業はＦＴＰという方法で行います。
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演習でタグをマスターしよう
課題１
まずはじめに教材の入っているフォルダをＺ：にコピーしてきましょう。

教材のフォルダには、sample.htmというファイルがあります。このファイルをメモ帳で開いてみましょう。すると下の［リスト１］の内容が表示されます。

［リスト１］

はじめてのウェブページ

タグでウェブページを作ろう

文字に色をつけよう

文字の大きさを変えよう

face.gif

http://www.yahoo.co.jp ＹＡＨＯＯへのリンク

page2.htm ２ページ目へのリンク

　sample.htmをダブルクリックしましょう。すると、ブラウザが起動して画面に文字が表示されます。でも乱雑に文字が並んでいるだけでウェブページらしくありません。このファイルにタグで飾り付けをしてウェブページらしくしていきましょう。メモ帳で下の［リスト２］のように修正します。

注意

　・大文字・小文字は基本的に区別されません。　・全角・半角は区別されるので注意してください。

　　（ファイル名の大文字・小文字は区別されることがあります。）

　・スペルミスに注意。　　　　　　　　　　　　・全角スペースが落とし穴！

［リスト２］

<HTML>

<HEAD>

<TITLE>はじめてのウェブページ</TITLE>

</HEAD>

<BODY>

<H2>タグでウェブページを作ろう</H2>

<HR>

<FONT COLOR=Red>文字に色をつけよう</FONT><BR>

<FONT SIZE=+2>文字の大きさを変えよう</FONT><BR>

<IMG SRC=face.gif><BR>

<A HREF=http://www.yahoo.co.jp> ＹＡＨＯＯ</A>へのリンク<BR>

<A HREF=page2.htm> ２ページ目へ</A>のリンク<BR>

</BODY>

</HTML>

修正ができたら上書き保存して、ブラウザの［更新（再読込）］ボタンをクリックします。

課題２
課題1で作ったページをいろいろと変更してタグのはたらきを調べてみましょう。

１．<TITLE>タグで挟まれた文字はどこに表示されていますか？

２．<H2>タグで挟まれた文字はどのように表示されていますか？

３．<H2>タグの後ろの数字を１や３に変えると表示はどう変わりますか？

　　　（閉じるほうのタグ</H2>もあわせて変更します）

４．<HR>タグを書いた場所には何が表示されていますか？

５．<HR WIDTH=50%>と変更すると表示はどう変わりますか？

６．<BR>タグはどのようなはたらきをしていますか？

７．<FONT>タグのCOLOR=のあとの色をさまざまな色に変えてみましょう。

　　　色名で指定する方法と色の配合の割合で指定する方法があります。

　　　（Blueや#00FF00などいろいろと試してみましょう）

８．<FONT>タグのSIZE=+2の数字をいろいろと変えてみましょう。

９．<IMG>タグはどんなはたらきをしていますか？

１０．<IMG SRC=face.gif WIDTH=200 HEIGHT=150>と変更してみましょう。

　　　WIDTHやHEIGHTの数字をいろいろと変えてみましょう。

１１．<IMG SRC=photo.jpg WIDTH=200 HEIGHT=100 ALT=風景写真です>という行を追加してみましょう。

１２．<A HREF=http://www.yahoo.co.jp> ＹＡＨＯＯへのリンク</A><BR>

　　　と変更してみましょう。どこが変わりましたか？

１３．<BODY BGCOLOR=LightYellow>と変更しましょう。どこが変わりましたか？

　　　いろいろな色に変更してみましょう。

１４．<BODY BACKGORUND=face.gif>と変更してみましょう。どこが変わりましたか？

　　　BACKGROUND=bg02.gifと変更してみましょう。

こんなことがしたい（よくある要望）
・図と文字の配置を思い通りにしたい。

　　右寄せか左寄せしかできません。表を使えばある程度可能です。

・図と文字を重ねたい。
　　これもできません。表と背景を組み合わせると可能になります。

・背景の色にグラデーションをかけたい。
　　これもできません。グラデーションのかかった細い棒を背景に敷き詰めて実現します。

・字体（フォント）を変えたい。
<FONT>タグのFACEオプションで指定可能ですが、見る人のパソコンにも同じフォントが入っていないと意図したとおりには見えないので、あまりお勧めしません。

・他のパソコンで見ても作ったとおりに見えるようにしたい。
　　できません。ウェブページというのは見る人の環境によって変わるものです。

課題３
表を作る練習です。表を使うことで表現が広がります。

<TABLE>と</TABLE>ではさまれた部分が、１つの表になります。

<TR>と</TR>ではさまれた部分が、１行になります。

<TD>と</TD>ではさまれた部分が、１マス（セル）になります。

<HTML>

<HEAD>

<TITLE>表の練習</TITLE>

</HEAD>

<BODY>

<TABLE BGCOLOR=#FFFFCC BORDER=2>

<TR>

<TD>1行1列</TD>

<TD>1行2列</TD>

<TD>1行3列</TD>

</TR>

<TR>

<TD>2行1列</TD>

<TD>2行2列</TD>

<TD>2行3列</TD>

</TR>

<TR>

<TD>3行1列</TD>

<TD>3行2列</TD>

<TD>3行3列</TD>

</TR>

<TR>

<TD>4行1列</TD>

<TD>4行2列</TD>

<TD>4行3列</TD>

</TR>

</TABLE>

</BODY>

</HTML>

ひとつのセル（マス目）に複数行の文字を書くことや、表の中に画像を貼りつけることも可能です。

いろいろと試してみてください。

マス目の中での位置合わせは、<TD>タグのオプションで指定します。

   例　<TD ALIGN=LEFT VALIGN=TOP>

表のマス目を連結するとさらに多彩な表現ができます。

　こんな表が作れますか？

中学校
合　計

Ａ中学校
２５
５１


２６


Ｂ中学校
１６
２７


１１


 COLSPAN  ROWSPAN　オプションを活用します。

課題４
表を使ったレイアウト

表をうまく使うと画像と文章の位置をきちんと合わせたり、列挙する項目の頭をそろえたり,段組のようなレイアウトを作ったりできます。枠の太さを０にすることで表を使っていることを感じさせません。

①画像と文章

画像の横に文章を配置することは、画像の回り込みを使ってもできますが、画面の大きさによっては配置が崩れることもあります。表の中に入れてしまえば、崩れにくいレイアウトができます。



こちらに、は文章を入力します。長い文章を入れても画像の下には移らずに、右側の枠の中に配置されます。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

②項目の列挙

右の例のように項目を列挙した書き方をすることがよくあります。このような書き方で2番目以降の項目の頭をそろえるのがＨＴＭＬは苦手です。

この場合も表を利用してレイアウトします。


Ｔｅｌ
・・・
０６－６５８－５４７２

Ｆａｘ
・・・
０６－６５８－５４７３

血液型
・・・
Ａ型

③段組

　こんな風に段組風に文章を組み立てることができます。新聞や雑誌のようなレイアウトができます。
パソコンの画面は横長なので１行が長くなり過ぎて読みにくい場合があります。そんなときに便利です。

　残念ながら隣の枠に自動的に移ってくれるわけ
ではありません。

　それでもずいぶんと表現の幅が広がります。

課題５
　学校や個人のウェブページを作ってみましょう。

　・誰に何を伝えるのか目的をはっきりさせましょう。

　・腕自慢のために作るのではない。

　・目的を考えれば個人情報をのせる必要があるかどうかはっきりするはず。

　・まず紙芝居のように全体の設計を紙の上で考えよう。ページとページのつながりを考えよう。

























<TR BGCOLOR=Cyan> と変えてみましょう。





<TD BGCOLOR=Red> と変えてみましょう。





<TD><FONT COLOR=Green>1行3列</FONT></TD>


 と変えてみましょう。





BORDER=5 と変えてみましょう。
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作業用
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ウェブサーバ





公開
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画像を配置





Ｔｅｌ　・・・　０６－６５８－５４７２


Ｆａｘ　・・・　０６－６５８－５４７３


血液型　・・・　Ａ型





ここがなかなか揃わない
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